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全
国
大
会
出
場
者
へ
激
励
費
授
与

○
第
39
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大
会

開
催
期
間　

３
月
27
日
～
３
月
30
日

開
催
地　

東
京
都

【
10
歳
以
下　

女
子
50
ｍ　

自
由
形
】

江
本　

唯
さ
ん
（
城
山
小
学
校
４
年
）

▲全国ＪＯＣジュニアオリンピック
カップ春季水泳競技大会に出場した
江本  唯さん（授与式：３月 21 日）

表
彰

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
一
環
と
し
て
、
全
国
大

会
に
出
場
さ
れ
る
方
に
激
励
費
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

◆
大
島
郡
体
育
協
会
表
彰

・
体
育
功
労
賞

　

山
近
範
久
さ
ん
〈
郡
陸
上
競
技
協
会
〉

「東和企画株式会社」「やすらぎ葬祭」と大規模
災害時の協力協定を締結しました

　周防大島町は３月１日に、東和企画株式会社、やすらぎ
葬祭とそれぞれ、災害時における棺及び葬祭用品の供給並
びに遺体の搬送等の協力に関する協定を締結しました。
　今後、周防大島町が地震、風水害などの大規模災害お
よび武力攻撃事態により被災した場合に、葬祭用品の供
給や遺体の搬送等に関して協力することで、火葬の円滑
な実施や遺体の適切な取扱いの体制が整えられることと
なります。
■問い合わせ　生活衛生課　☎ 0820（79）1010

▪
平
成
28
年
度
山
口
県
知
事
表
彰
（
自
主
防
災
組
織
部
門
）

　

山
口
県
知
事
表
彰
（
自
主
防
災
組
織
部
門
）
は
、

防
災
に
関
す
る
活
動
が
顕
著
で
あ
り
、
他
の
組
織

の
模
範
と
な
る
自
主
防
災
組
織
等
の
団
体
に
対
し

て
授
与
さ
れ
、
平
成
28
年
度
は
、
小
積
地
区
自
主

防
災
会
他
４
組
織
（
町
外
）
が
山
口
県
知
事
表
彰

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
小
積
地
区
自
主
防
災
会
は
、

平
成
19
年
3
月
に
設
立
さ
れ
、「
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
強
い
意
思
の
下
、

毎
年
避
難
訓
練
や
炊
き
出
し
訓
練
を
実
施
し
、
地

域
一
体
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　自主防災組織等が実施する防災訓練の経費に対し交
付される「周防大島町自主防災組織等防災訓練補助金」
および防災資機材を購入した経費に対し交付される「周
防大島町自主防災組織防災資機材整備費補助金」の限
度額および交付の制限が改正されました。
　詳しくは総務課消防防災班までお問い合わせ下さい。
■問い合わせ　総務課　☎ 0820（74）1000

自主防災組織等補助金制度が拡充されました

▲ 3 月 21 日、町長からの伝達式に出席された
小積地区自主防災会の刈山幸雄さん（中）と小
積自治会長の岡本洋治さん（左）

服
部
屋
敷
へ
寄
附

　

町
指
定
文
化
財
の
服
部
屋
敷（
西
方
）

を
所
有
し
て
い
た
服
部
家
の
子
孫
で
あ

る
鳴
海
麻
里
さ
ん
が
、
3
月
3
日
、
服

部
屋
敷
を
訪
れ
、
施
設
の
修
復
費
用
に

充
て
て
と
、
町
長
へ
寄
附
金
を
届
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

服
部
屋
敷
は
幕
末
の
在
郷
士
族
で
島

末
の
中
核
を
担
っ
て
い
た
服
部
家
が
明

治
18
年
に
建
築
し
た
も
の
で
、
神
社
仏

閣
を
造
る
こ
と
で
有
名
な
地
元
長
州
大

工
の
代
表
作
。
当
時
の
伝
統
的
工
法
を

知
る
上
で
貴
重
な
建
物
で
あ
り
、
平
成

６
年
に
現
在
の
場
所
へ
移
築
復
元
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
有
志
グ
ル
ー
プ
「
大
島

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
」
が
雛
人
形
を
か
ざ

り
、
喫
茶
の
お
も
て
な
し
を
す
る
「
服

部
屋
敷
の
雛
祭
り
」
を
開
催
中
で
、
鳴

海
さ
ん
は
、「
地
域
の
人
た
ち
が
語
ら

い
合
え
る
よ
う
今
後
も
一
層
こ
の
屋
敷

を
有
効
に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

▲椎木町長（右）へ寄附金の目録を
渡される鳴海さん


